
計議第３２３号議案
産業廃棄物処理施設（中間処理施設）の敷地の位置
について
（建築基準法第５１条ただし書の規定に基づく付議）

令和３年１２月
京都市

計議第３２３号議案 説明資料 資料８－２



【建築基準法第５１条】
都市計画区域内においては，卸売市場，火葬場又はと畜場，汚物処理

場，ごみ焼却場その他政令で定める処理施設の用途に供する建築物は，
都市計画においてその敷地の位置が決定しているものでなければ，新築
し，又は増築してはならない。

【建築基準法第５１条ただし書】
特定行政庁が都市計画審議会（中略）の議を経てその敷地の位置が都

市計画上支障がないと認めて許可した場合又は政令で定める規模の範囲
内において，新築し，若しくは増築する場合においては，この限りでな
い。

1

本件は，産業廃棄物処理施設の敷地を拡大するにあたり，
「その敷地の位置が，都市計画上支障がないか」ご審議いた
だくもの

都市計画審議会での審議について



計画敷地の位置
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大岩街道周辺地域における経過

建設廃材の埋立処分業の許可を得た産業廃棄物処理業者が，建設発生
土及び建設廃材を主とした産業廃棄物を埋め立てたことにより，岡田山が
形成された。
平成２４年時点で，高さ約６０ｍ，降雨時には，一部で崩落する状況。

３

昭和４０年代～ 野外焼却や違法な造成，建築などの課題

昭和４７年～５３年 通称「岡田山」の形成

平成９年頃 現地監視などの取組強化

・大規模な野外焼却は終息
・不法投棄等の違法行為についても，徐々に解消



・崩落する危険性がある岡田山の安定勾配の確保
・違法建築物
・違法開発等による道路,宅地の冠水と降雨に伴う土砂の流出
・自然的景観の喪失
・不法投棄や廃棄物の不適正な処理

大岩街道周辺地域の残された課題

大岩街道周辺地域における経過

「大岩街道周辺地域の良好な環境づくりに向けた
まちづくりの方針」の策定 （平成２２年３月）

計画敷地の周辺（Cエリア）の将来像：
岡田山の撤去と撤去後の地区全体の環境整備を誘導する。

・岡田山を撤去し，利用可能な形態とするための産業廃棄
物処理施設の立地を許容

・撤去後，周辺との調和を条件に，産業廃棄物処理施設の
移転を容認

４

課題の改善，地域主体のまちづくりの推進

計画敷地

※「都市計画マスタープラン 地域まちづくり構想 大岩街道周辺地域」にも位置付け

誘導のイメージ



５

大岩周辺地域における経過

岡田山地区まちづくり協議会

・「大岩街道周辺地域の良好な環境づくりに向けたまちづくりの方針」
に賛同された岡田山の地権者（１０名のうち９名）が，岡田山撤去
と環境整備を目的に設立（平成22年11月発足)

岡田山撤去事業の提案

・本件事業者が自社の責任と費用負担による撤去事業を提案
・岡田山まちづくり協議会が撤去計画を策定

岡田山撤去を目的とした産業廃棄物処理施設の設置

・第５０回京都市都市計画審議会（平成２４年11月）において，審議
・産業廃棄物処理施設を設置し，平成２６年から岡田山撤去を開始



岡田山撤去事業の概要

６

撤去前 現在

撤去実績（令和３年１０月末）

・岡田山を形成する建設発生土とガレキ類等の産業廃棄物は，適正に処理
することでリサイクルが可能。リサイクル製品として搬出し撤去を実施。

・しかし，この利益だけでは撤去費用が捻出できないため，外部からも廃
棄物を受け入れ，得られる利益を岡田山撤去費用に充当。

撤去事業の枠組み

既撤去
撤去量：約３５万ｍ3

（全体約８０万ｍ3  の約４４％）

岡田山の断面のイメージ
西

東

計画敷地

写真方向

東側から撮影



今回の計画（敷地の拡大）について

７

※ 当初から，撤去の進捗に合わせた敷地の拡大を想定しており，
第１期計画を審議する都市計画審議会においても，将来の付議
予定を説明

・順調な撤去作業，事業運営の安定化。
・一方で，敷地や施設が手狭となり，廃棄物の処理が
滞る事態も発生

これまでの撤去事業（第１期計画）

・撤去事業で生み出された平地部に敷地を拡大
↓

・構内レイアウトの見直しにより，事業効率を改善（撤
去期間の短縮）

・処理や保管を行う建物の増築により，周辺環境への影
響を更に低減

敷地を拡大する撤去事業（第２期計画）



第２期計画の概要（敷地の拡大と施設の配置）

N

土壌ストックヤード

洗浄砂礫保管場所

建築物の棟数 ： 11棟（増築 7棟）

延べ面積 ： 5,722.59 ㎡ （増築 2,943.93 ㎡）

※各処理施設の１日当たりの最大処理能力の増強なし

混合廃棄物選別施設
（廃プラスチック類破砕施設）

石膏ボード剥離施設

汚泥脱水施設
（汚泥脱水施設）

破砕木材集積場
（木くず破砕施設）

積み替え保管場所

事務所

トイレ

敷地面積 ：17,618.08 ㎡

敷地 施設配置

（拡大部分 8,884.55 ㎡）

計画敷地
既存部分
拡大部分
緑地部分

計画敷地
既存建物
増築建物
51条対象 赤文字
緑 地

８

N

岡田山

がれき類破砕施設
（がれき類破砕施設）

※資料8-1 p2-p6を参照



都市計画上の支障の有無の判断に当たっての観点

９

１ 立地の妥当性（市街化調整区域）

２ まちづくりに関する方針が定められた地区に
あっては，その方針に反していないか

３ 周囲の生活環境に多大な影響を与えないか

４ 道路交通環境に多大な影響を与えないか



N

名神高速道路

現在の許可敷地

市街化調整区域

風致地区第２種

敷地の増加部分

１ 立地の妥当性
２ まちづくりの方針への適合

第１種低層住居専用地域

第１種住居地域

市街化調整区域は，市街化を抑制すべき区域
として，原則として，開発行為や建築行為は
制限されている。

１０

岡田山



都市計画マスタープラン 地域まちづくり構想 大岩街道周辺地域

• まちづくりを進めるためには，崩落の危険がある岡田山の撤去が先行
的に行われる必要があるため，事業者による岡田山撤去を誘導。

• 撤去に必要となる産業廃棄物処理施設の設置や処分業を許容。

大岩街道周辺地域の良好な環境づくりに向けたまちづくりの方針
• 岡田山の撤去と，撤去後の地区全体の環境整備を誘導する
• 岡田山を撤去するために必要な，産業廃棄物処理施設の立地を許容

１１

立地は妥当であり，まちづくりの方針に合致

１ 立地の妥当性
２ まちづくりの方針への適合

市街化調整区域であるものの，岡田山撤去を目的とする施設であり，当
該地に設置されることが最も効率的で周辺への影響が少ないと考えられ，
また，これを考慮してまちづくりの方針が定められている。



【専門家からの意見聴取】

○京都市廃棄物処理施設設置等検討会議
・令和３年８月３日開催
（施設の現場視察）

・調査結果及び対策は妥当である。
・事業計画に沿って施設設置を行う
ことに特段の問題はない。

との見解をいただいた。

【意見を聴取した専門家】
「騒音・振動」の専門家１名
「大 気 質」の専門家１名
「土 壌」の専門家２名
「環 境 法」の専門家１名
「水 質 汚 濁」の専門家１名
「廃棄物処理」の専門家１名
「悪 臭」の専門家１名 合計８名

１２

【調査の項目】
「廃棄物処理施設生活環境影響調査指針（環
境省大臣官房廃棄物リサイクル対策部 平成
18年9月）」を踏まえ，大気質，騒音，振動，悪
臭及び水質の５項目

【生活環境影響調査】

年間を通じた気象や四季毎の大気質の状況
等を踏まえつつ，処理施設の最大稼動時及び
計画に基づく運搬車両（620台/日）の走行時を

想定し，影響を予測

○すべての項目で，
・環境保全目標を満たす。
・事業者の実行可能な範囲で回避，
または，低減が図られている。

※ 資料8-1 p9-p25を参照

生活環境の保全上，支障が生ずる恐れがないこと，及び必要な措置
が講じられていることを確認

３ 周囲の生活環境への影響 （生活環境影響調査結果）



１３

【交通状況の把握】

４ 道路交通環境への影響 （道路交通影響調査結果）

【運行ルート】

令和２年１１月１０日
・12時間交通量調査実施
(直違橋1丁目と の各交差点)
・施設利用車両の実態調査

【発生最大交通量の設定】

620台/日（第1期 420台/日）

【道路交通への影響の検証】

・大岩街道
直違橋1丁目交差点
施設付近交差点

・名神高速道路アンダーパス

交通流を設定し，以下の地点で
影響を検証

名神高速道路

計画敷地

すべての地点で交通量がピークとなる時間帯においても，交通処理は可能



１４

４ 道路交通環境への影響 （道路交通影響調査結果）

【道路交通に対する影響低減策】

道路交通に多大な影響を与えることがなく，
必要な措置が講じられていることを確認

※資料8-1
p26-p37を参照

名神高速道路

計画敷地

円滑な交通を確保する取組
・朝夕のピークをできるだけ避け
た運用

・平常時は西側アンダーパスを中
心に運用（第１期と同様）

・混雑が生じないよう東西のアン
ダーパスをバランスよく誘導

・必要に応じた交通誘導員の配置
等

東側アンダーパスの運用
・名神高速道路の北側道路の拡福
と待避所の設置



安全・適正・確実な事業推進の取組

１５

・岡田山撤去の進捗状況
・周辺環境への影響調査（大気質，水質など）
・交通量の調査

京都市と事業者による各種調査の実施と公表

・年間スケジュールの検証と進捗状況の監理
・随時，現地調査による適正処理の確認や指導

京都市による適切な指導

・地元（自治連合会），事業者，京都市で構成
・進捗状況や環境調査結果などを説明するとともに，
意見交換を行い，地域の理解を得ながら事業を推進

岡田山撤去連絡協議会の設置

※ これらは，第１期計画からの継続した取組


